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マングローブの起源とその分布拡大
－マングローブ古植物学研究への取り組み－

向後元彦1）

Kogo Motohiko1)

The origin of mangroves and expansion of the distribution: A trial for the mangrove 
paleology study.

Abstract:  This paper is made by paleo-botanical studies since 2009 and my experiences on mangroves since 
1978. The objective for the study is to explore for unknown history of mangroves from the time of appearance to 
present. Mangrove Associates are not inclusive in this study. Following findings or confirmations were obtained 
as below; (1) Paleo-botanical study on mangroves is very few, (2) Their records of fossil are also very few and 
almost all of them are pollen, (3) It was gotten by analysis of molecular phylogenetics classification that mangrove 
species belong to angiosperm except Acrostichum, (4) First mangroves appear in both regions of Eastern and 
Western Tethys Sea, about 100 million years ago, late Cretaceous, (5) At present time they are Eastern/ Western 
Mangroves, (6) It is interested that there are Rhizophora and Avicennia exist both regions, but the species consisted 
are totally different, (7) A getting a salt tolerance ability of them may be keeping since geological time, because 
of all lives on land come from sea, (8) The appearance of mangroves may happen in each species and at deferent 
geological times, (9) Mangrove fossils, but pollen, found in Japanese Archipelago at only the time of Miocene. 
However, it may be possible to find them before Miocene, (10) There are many Dinosaur lovers and scientists 
in Japan. Last dinosaurs live at the late Cretaceous as same as at the time of mangroves birth, (11) It is expected 
that Dinosaur lovers and mangrove scientists shake hands for searching mangrove fossil in Japan, and (12) The 
important Keywards for researching are three; late Cretaceous, herbivorous dinosaur and sea coast.  
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１.　はじめに

　マングローブとの付き合いは人生の半分，40 年以上
になる。しかし起源や進化を考えたのはつい最近のこ
と。きっかけはエジプト，妻・紀代美との旅だった。
　旧知の石川薫さん（駐エジプト日本大使）から手紙
をもらった。「エジプトにもマングローブがあります。
見にきませんか」。仲間の宮本千晴の勧めもあった。

「フーダさんが今エジプト政府自然保護局長になってい
る。向後に会いたがっているよ」。石川さんとの付き合
いは長い。40 年前，ISME（国際マングローブ生態系
協会）の沖縄誘致に協力してもらった。その後もいろ

いろと世話になった。しかし，なんの面識もないエジ
プト人がなぜぼくに…？
　カイロに到着して早々環境省を訪ねる。「あなたには
ずっと会いたいと願っていました」。初対面の挨拶に驚
かされた（図１）。理由はすぐに判明する。われわれの
活動がアラビア語や英語の媒体でも報じられていたの
だ。フーダさんはそれにつよく刺激されたという。
　「エジプトでもマングローブ植林を始めた，是非見て
欲しい」と頼まれる。無論興味はある。でも貧乏旅行
の二人，懐具合を心配する。が，心配は杞憂に終わった。
すべて「ご招待」とのこと。即座に航空券が手配され，
翌朝，フーダ局長自らが運転するクルマでカイロ空港
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まで送ってくれる。行先は紅海岸，カイロから 789 km
南東。マルサアラム空港では迎えのクルマが待ってい
た。案内されたのは貧乏人には縁がないバンガロー風
の豪華なホテル。紅海のダイビングを長期楽しむ金持
ちたちが宿泊客のようだ。翌日，ホテルのオーナー自
らがマングローブ植林地を案内してくれた。どうやら
私たち夫婦は，エジプト政府の賓客扱いになっていた
ようだ。
　マングローブの古植物学にのめり込むのは，そのあ
とのことである。カイロにもどりワーディー・アル・
ヒターン Wadi al Hitan（アラビア語で「クジラの谷」）
を訪れることになった。『地球の歩き方』によれば，そ
こはユネスコ世界遺産。始新世の原始クジラの化石と
ともにマングローブ化石もあるらしい。クジラとマン
グローブの化石…，おもしろそうだ。
　運転手付きのクルマが用意され，再び賓客扱いの旅
になる。目的地はクフ王のピラミッドを通り越し，カ
イロの南南西 150㎞ほどの近さである。しかし，予想
と違い，まったく異質の世界が待っていた。赤茶けた，
草木一つない砂漠，風化した岩山が点在する。火星の
大地を思わせた（図２）。
　テントで泊まった一夜は，思いもかけない“フェネッ
ク”（サンテクジュペリ『星の王子さま』で知られる）
の歓迎をうける（図３）。マングローブ根系化石は案内
にあるものだけでなく，背後の丘にはマングローブ根
系化石の地層が長くつづく（図４，５）。想像以上に広
く分布しているようだ。
　近隣のクァトラーニ Quatrani では，埋もれた珪化木
の森に驚かされた（図６）。ほとんど調査はされていな
いという。ワーディ・ラヤンの湖畔では考古学省・環
境省合同の調査キャンプにも参加させてもらった。こ
の一帯は古生物学だけでなく考古学の宝庫でもあるら

図１　フーダ博士と著者（カイロ，2009 年５月）
Fig. 1 Prof. Dr. M. Fouda and the author (Cairo, May 2009).

図１ フーダ教授と著者（カイロ，2009年５月）
Fig.1 Prof. Dr. M. Fouda and the author (Cairo, 2009.5).

図２　ワーディー・アル・ヒターンの衛星画像（Google Earth）．A：
位置図（画像取得日：2006 年 12月31日），B：拡大図（画像取得日：
2005 年 11月 22日）
Fig. 2 Satellite images of Wadi al Hitan by Google Earth.　A: 
location (Shooting date: December 31, 2006）and B: Enlarged view 
(Shooting date: November 22, 2005).

図２ ワーディー・アル・ヒターンの衛星画像（Google Earth）．A：位置図（画像取得
日：2006年12月31日），B：拡大図（画像取得日：2005年11月22日）
Fig. 2 Satellite images of Wadi al Hitan by Google Earth. A: location (Shooting date: 
December 31, 2006）and B: Enlarged view (Shooting date: November 22, 2005).
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しい。
　帰国後，木崎甲子郎さん（琉球大学名誉教授）を訪
ねた。南極・ヒマラヤの研究で知られる地理学者だ。
木崎さんはわれわれの訪問を「テーチス海断想」（木崎 , 
2009）で書いている。
　「2009 年秋の１日，古い友人の向後元彦夫妻が訪ね
てきた。（中略）この古第三紀にテーチス海（テチスの
表記が一般的）は日本南部から中国南部，ヒマラヤ，
中東を経て現在の地中海にまで及んでいた。それはサ
ハラ砂漠北部にまで広がっていて，その潮間帯にマン
グローブの林があったのだ。」
　ヒマラヤは，登山に熱中していた若いころ，わたし
のすべてだった（向後，1964）。木崎さんの指摘でヒマ
ラヤと“砂漠のマングローブ”がつながる。マングロー
ブ古植物学への関心が決定的なものとなった。それか
ら十余年，マングローブ古生物学の旅が続くことにな
る。
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図３　著者らが野営した砂漠（2009 年 5月）。A：ワーディー・アル・ヒターンの野営地，Ｂ：サンテクジュペリ『星の王子さま』で知られる“フェネック” の訪問
Fig. 3 Kiyomi and I spent an over-night in the desert (May 2009). A: Camp site at Wadi al Hitan and B: Fennec the animal well known in 
Antoine de Saint-Exupéry’s “The Little Prince”.

A B

図３ 著者らが野営した砂漠（2009年5月）．A：ワーディー・アル・ヒターンの野営地，
Ｂ：サンテクジュペリ『星の王子さま』で知られる“フェネック” の訪問
Fig. 3 Kiyomi and I spent an over-night in the desert (May 2009). A: Camp site at Wadi al 
Hitan and B: Fennec the animal well known in Antoine de Saint-Exupéry’s “The Little 
Prince”.

図４　ワーディー・アル・ヒターンでみられる始新世の化石（2009 年 5月）。A：上部から落下したマングローブ根系化石，B：クジラの骨格化石
Fig. 4 Eocene fossils found at Wadi al Hitan (May 2009). A: The fossil of mangrove root system fallen from the upper and B: The fossil of 
ancient whale skeleton.

図４ ワーディー・アル・ヒターンでみられる始新世の化石。A：上部から落下したマングロー
ブ根系化石，B：クジラの骨格化石
Fig. 4 Eocene fossils found at Wardhi al-Hitan. A: The fossil of mangrove root system fallen from 
the upper and B: The fossil of ancient whale skeleton.
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図５　ワーディー・アル・ヒターンのマングローブ根系化石が見られる地層（2009 年 5月）。A：マングローブ根系化石露頭，B：
Avicennia の地上根と思われる化石
Fig. 5 The layer with mangrove root system fossils at Wadi al Hitan (May 2009). A: A mangrove fossil outcrop and B: Possibly above-ground 
roots of Avicennia.図５ ワーディー・アル・ヒターンのマングローブ根系化石が見られる地層。A：マングローブ

根系化石露頭，B：Avicenniaの地上根と思われる化石
Fig. 5 The layer with mangrove root system fossils at Wadi al Hitan (May 2009). A: A mangrove 
fossil outcrop and B: Possibly above-ground roots of Avicennia.

A B
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図６　ワーディー・アル・ヒターン近隣のクァトラーニでみられた化石木と動物化石（2009 年 5月）。A：クァトラーニへの途上でみられ
た化石林，B：クァトラーニの珪化木，C：未同定の動物化石
Fig. 6 Fossilized trees and animal bone fossils found at Quatarani, near Wadi al Hitan (May 2009). A and B: Fossilized trees and C: An unknown 
animal bone fossil.

図６ ワーディー・アル・ヒターン近隣のクァトラーニでみられた化石木と動物化石（2009年5月）。
A：クァトラーニへの途上でみられた化石林，B：クァトラーニの珪化木，C：未同定の動物化石
Fig. 6 Fossilized forests and animal bone fossils found at Quatarani, near Wadi al Hitan (May 2009). A 
and B: Fossilized forests and C: An unknown animal bone fossil.

A B C

２.　研究の目的と方法

2.1　知りたいこと，範囲
　マングローブ研究は 40 年以上になるが（表１，図７），
ワーディー・アル・ヒターンに行くまで起源や進化に
関心が向くことはなかった。植林技術の開発や NGO
活動に時間をとられ，ほかに目を向ける余裕がなかっ
たからである。
　知りたかったのは，出現について――いつ，どこで，
なぜ――，そして現在に至った道筋。素朴で単純な疑
問だが，始めてみて大変な課題であることがわかった。
気が遠くなるほど長い地質時代である。次いで構成種
の多さ。トムリンソン（Tomlinson, 1986）はマングロー
ブを２つに大別した。マングローブ mangroves（16 科
20 属 54 種）と準マングローブ mangrove associates（28
科 46 属 60 種），合わせると 100 種ほどになる。対象を
絞らねばならない。時代を被子植物出現の白亜紀以降，
特徴が希薄な準マングローブは外すことにした。

2.2　方法１：ビギナーとして
　古植物学，進化学などは１年生からのスタートであ
る。分からないことだらけ。西堀榮三郎さん（1903-1989）
の言葉が思いだされる――「とにかく，やってみなは
れ」。ホンダ自動車創立者の本田宗一郎も似たことを
云った――「やってみもせんで，何がわかる」。ぼくの
生き方は「犬も歩けば棒にあたる」だ。まずは思いつ
いたこと，できることから始める。
　結果，膨大な「むだ」とわずかな「収穫」を得た。「む
だ」は，もちろん，本当の「無駄」ではない。それが
なければ「収穫」は期待できない。ビギナーに限らず，
研究には避けて通れない過程である。
　やれること，やれないことを考えた。70 歳を過ぎて，
組織から離れた。発掘や花粉／ DNA 分析はやりたく
ても無理だ。消去した結果，とった方法はつぎの４つ

が残った。　
１）�本を読む：専門外の分野がおおく，理解には時間

がかかる。10 年後に読み直してようやく理解でき
たことも少なくない。ハッと気づく。大切な１行
が浮かび上がってくる。

　　�　わが家は本の洪水だ。２部屋は天井にとどく書
棚がならぶ。古生物学に心を奪われてからは進化
学，地質学，古生物学，化石，恐竜，さらに宇宙
論までが加わった。収容の限界に達し，本は居間
にまで侵入する。買うのをひかえ，代わって，図
書館の利用とネット情報が多くなる。情報はコピー
をとる。これもまた膨大なものになり「むだ」が
生産される。　

２）�旅をする：相棒の紀代美（地理学者）ともども共
通の趣味である。とくに 2009 年以降は古生物学の
旅が中心になる（図７）。訪れたのはエジプト西沙
漠，カナダ・アラスカ，エチオピア・ダナキル砂漠，
ネパール・カリガンダキ，西オーストラリア，ペルー
北部とコルディエラ・ブランカなど。地表の化石
採取もおこなった。

３）�自然史博物館：旅先では必ず自然史博物館を訪れる。
数えていないが海外は数十，国内では八尾化石資
料館（海韻館），瑞浪市化石博物館，豊橋市自然史
博物館など。目を凝らして陳列棚のマングローブ
化石をさがす。だが収穫は極めて僅かだった。マ
ングローブ化石があったのはカイロ地質学博物館
などのわずか４館だけだった。

４）�意見交換（肩書・所属は当時）：人見知りが激し
いぼくは，知らない人と話すのが苦手だ。反対に
紀代美は積極的，お会いした古生物学者のほとん
どは紀代美の主導である。名前を記して謝意を表
したい。Dr. P. Kenrick（ロンドン自然史博物館），
藻谷亮介さん（カリフォルニア大学バークレー校），
Dr. Gaurav Srivastava（ビルバル・サーニ古植物
学研究所），糸魚川淳二さん（名古屋大学名誉教授），
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図７　古生物学研究のための訪問地（2009 ～ 2020 年）
Fig. 7 Travels of Paleology, 2009-2020.

図７ 古生物学研究のための訪問地（2009～2020年）
Fig. 7 Travels of Paleology, 2009-2020.

表１　「砂漠に緑を」と「マングローブ植林行動計画」の活動（1978 ～ 2020 年）
Table 1 Activities of Al Gurm Research Centre / Action for Mangrove Reforestation, 1978-2020.  

表表１１  「「砂漠に緑を」と「マングローブ植林行動計画」の活動（1978～2020 年）  

TTaabbllee  11 Activities of Al Gurm Research Centre / Action for Mangrove Reforestation, 1978-

2020.   

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

年      活動 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

11997788            ““株株式式会会社社  砂砂漠漠にに緑緑をを””設設立立                  

植植栽栽技技術術のの研研究究・・開開発発    

1980-91    カフジ（サウジアラビア）（アラビア石油による支援） 

1983-88    ムバラス島（アブダビ）（アブダビ石油からの委託） 

1990-92    イラワジ河口デルタ（（ミャンマー）（UNDP からの委託） 

ママンンググロローーブブ調調査査――――中中東東地地域域  

1978-86    クウェート，バーレーン，カタール，アラブ首長国連邦，オマーン，イラン， 

パキスタン，インド（中東協力センターによる支援） 

ママンンググロローーブブ調調査査――――アアジジアア・・太太平平洋洋地地域域  

1985-87    トラック諸島，インド，バングラデシュ（UNESCO/UNDP からの委託） 

11999922                    ““ママンンググロローーブブ植植林林行行動動計計画画””設設立立  

NNGGOO 活活動動  

1993-2002    エクアドル（各種団体からの助成）  

1993-     ベトナム（同上，1999 からは東京海上日動との協働） 

1999-       ミャンマー（東京海上日動との協働） 
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加瀬友喜さん（国立科学博物館），西田治文さん（中
央大学教授）。

　なにが先でなにが後ということはない。気が向いた
とき，必要と感じたときにやればよい。なにせ老後の
楽しみなのだから…。

2.3　方法２：斉一説
　「犬も歩けば棒にあたる」時代をすぎて，斉一説
uniformitarianism にたどりつく。これは一言でいえば

「現在は過去を解く鍵」という考え方。化石記録のほと
んどが花粉だから，地質時代のマングローブを知るに
は現生からの推理が重要なのだ。
　古生物学は１年生だが，現生マングローブは違う（表
１）。とくにカフジ（サウジアラビア）の植栽試験から
多くを学んだ（向後，1988）。最悪の生育環境だった。
が，後で気づく。植物生理を知るには，そこに優る試
験地はなかったのだ。リトマス試験紙で酸性・アルカ
リ性がわかるように，マングローブは，過酷な自然条
件――高塩分，土壌水分，夏の高温，冬の低温，強風，
波――に反応した。
　世界各地を訪れ，ちがう生育環境のマングローブも
知った（図８）。知識は体験に裏付けされ，斉一説から
のアプローチができるようになる。

３.　マングローブ化石を求めて

3.1　再度エジプトへ 
　2010 年，ふたたびエジプトを訪れる。こんどは仲間
に声をかけた。興味深いフィールドを見せたかったか
らである。一行７名の顔ぶれは三輪主彦（地学，元高
校教員），富田京一（恐竜学，フリー研究者），山田勇

（森林生態学，京大名誉教授），縄田浩史（文化人類学，
総合地球環境学研究所＝地球研），石山俊（文化人類学，
地球研），紀代美（地理学，元大学教員）とわたし。カ
イロで集合し，そしてカイロで解散した。ワーディ・
アル・ヒタンでは石川大使夫妻，大使館員と家族，フー
ダ環境省局長が応援に来てくれた。
　今回もフーダさんから特別の計らいをうける。全行
程環境省職員の同伴，調査地では現地を熟知する駐在
研究者が調査に加わってくれた。
　先回行けなかったバハリアから調査をはじめる。カ
イロの南西 200 ｋｍ，クルマで５時間ほどの距離。途
中，早くも珪化木の倒木を見つけて喜んだ。残念ながら，
マングローブではなかったが，かつて，不毛の砂漠が
緑豊かな森林だったことがわかった。

3.2　恐竜はマングローブを食べたか？ 
　バハリアは巨大恐竜の化石で知られる。1911 年，ド
イツの古生物学者エルンスト・シュトローマー（1870-

1952）が発見したスピノサウルス（推定全長14メートル，
体重 7.4 トン），それから 90 年後（2000 年），アメリカ
の若い研究者からなる調査隊が発見したパラリティタ
ン（推定体長 26 メートル，体重 59 トン，地球史上２
番目に大きいとされる）である（図 9A）。パラリティ
タンのParalititan は“海辺の巨人”（ナスダーフト・
スミス , 2003）。この一帯もワディ・アル・ヒタンにつ
ながるテチス海の海辺だったのだ。
　特筆すべきは，アメリカ隊のケン・ラコパラの「発見」
である。この恐竜はマングローブを食べていた，という。
ただしラコパラがいうマングローブはウェイチセリア，
潮間帯でそだつ木性シダである。現生マングローブと
は違う。
　パラリティタンの化石が発見されたのは，ゲベル・
エル・ディストの丘（図 9B）。歩き回った収穫はヒル
ギダマシ属の気根とおぼしき化石の発見である（図
9C）。もしそうであれば恐竜はヒルギダマシを食べて
いたことになる。アラビアでみたヒルギダマシを食う
ラクダとイメージが重なる（図 9D）。
　さらなる発見を求めて草木一つない沙漠を四輪駆動
車で走りまわった（図 10A）。案内役の現地研究者の記
憶も定かではない。苦労してさがしあてた場所はバハ
リアの南端，なんとそこは化石の宝庫だった。崖下に
は多種の植物化石がころがっていた（図 10B,C）。わず
かだがヒルギダマシの根らしい化石の断片もあった（図
10 D）。詳しい調査が行われれば，かならずや白亜紀後
期のマングローブの地層がみつかる筈だ。期待しよう。                                                             

3.3　アンデスの恐竜
　ペルーには２回でかけた。アンデス（コルディエラ・
ブランカ）の氷雪の山々や高山植物を楽しみにいった
のだが（図 11A），思いがけない収穫があった。恐竜化
石である。
　多少お金がかかったが，タクシーを丸１日チャーター
して見にいった。垂直に切り立った岩壁にいくつもの
足跡が残っていた（図 11B）。案内板に恐竜の名前が書
かれていた。Teropodos gigantes  。gigantes というか
らには巨大なやつなのだろう。
　もう 1 か所は氷河湖のほとりにあった（図 11C）。こ
ちらは氷河見物のバス・ツアーで行けた。化石発見地
をしめす案内板にはこう書かれていた。「標高4,600メー
トル，世界でもっとも高い恐竜化石の発見地」。寒い。
パストルリ氷河が間近に迫っていた。
　恐竜の生息していた時代，そこは熱帯の平地だった。
案内板には数種の恐竜の絵があった。ティラノサウル
スのような獣脚類肉食恐竜やパラリティタンのような
草食竜脚類がいたらしい。
　南米にも多くの恐竜が棲息していた。草食恐竜アン
デサウルスの仲間であるアルゼンチノサウルスは有名
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図８　著者らのマングローブプロジェクトと調査活動（1978 ～ 2020 年）
Fig. 8 Our activities on mangroves, 1978-2020. 図８ 著者らのマングローブプロジェクトと調査活動（1978～2020年）

Fig. 8 Our activities on mangroves, 1978-2020.

図９　パラリティアンの化石が発見されたゲベル・エル・ディストの丘にて（2010 年 3月）。A：パラリティアンの想像図（出典：Wikipedi
英語版 : https://en.wikipedia.org/wiki/Paralititan），B：パラリティアンの化石が発見されたゲベル・エル・ディストの丘，C：ヒルギ
ダマシ属の気根と思われる化石，D:ヒルギダマシの葉を食むラクダ（カタール，1990 年 12月17日須田清治撮影）
Fig. 9　At Gebel el Disto in March 2010, where the Paralytian fossil was found. A: Paralititan stromeri in image from Wikipedi (https://
en.wikipedia.org/wiki/Paralititan), B: The fossils of Paralititan found in the area, C: Possible Avicennia aerial root, and D: The camel feeding 
leaves of Avicennia, Qatar (@ S. Suda).
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図９ パラリティアンの化石が発見されたゲベル・エル・ディストの丘にて（2010年3月）。
A：パラリティアンの想像図（出典：Wikipedi英語版: https://en.wikipedia.org/wiki/Paralititan），
B：パラリティアンの化石が発見されたゲベル・エル・ディストの丘，C：ヒルギダマシ属の気
根と思われる化石，D:ヒルギダマシの葉を食むラクダ（カタール，1990年12月17日須田清治撮
影）
Fig. 9 At Gebel el Disto in March 2010, where the Paralytian fossil was found. A: Paralititan stromeri in 
image from Wikipedi (https://en.wikipedia.org/wiki/Paralititan), B: The fossils of Paralititan found in the 
area, C: Possible Avicennia aerial root, and D: The camel feeding leaves of Avicennia, Qatar (@ S. Suda).
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図 10　バハリア南部での調査（2010 年 3月）。A：4WD 車による砂漠での調査，B：睡蓮の葉の化石，C：未知の果実化石，D：ヒル
ギダマシの根と思われる化石
Fig. 10 At the southern Baharia in March 2010. A: The desert exploring by 4WD cars, B: Fossil of water lily leaf, C: Fossil of unknown fruit, 
and D: Possible the fossil of Avicennia roots.
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図10 バハリア南部での調査（2010年3月）。A：4WD車による砂漠での調査，B：睡蓮の葉の
化石，C：未知の果実化石，D：ヒルギダマシの根と思われる化石
Fig. 10 At the southern Baharia in March 2010. A: The desert exploring by 4WD cars, B: Fossil of water 
lily leaf, C: Fossil of unknown fruit, and D: Possible the fossil of Avicennia roots.

図 11　ペルーでの旅（ワスカラン国立公園，2010 年 3月）。A: ペルー最高峰ワスカラン（6,768m），B：岩壁に残る恐竜の足跡，C：恐
竜化石発見地 
Fig. 11 Travel in Peru (Huascaran National Park, March 2010) A: Huascaran 6,768m, the highest mountain in Paru, B: Foot print of dinosaur on 
the rock wall, and C: The site of Dinosaurs fossils discovered.

A B C

図11 ペルーでの旅（ワスカラン国立公園，2010年3月）。A: ペルー最高峰ワスカラン（6,768m），
B：岩壁に残る恐竜の足跡，C：恐竜化石発見地
Fig. 11 Travel in Peru (Huascaran National Park, March 2010) A: Huascaran 6,768m, the highest mountain in 
Paru, B: Foot print of dinosaur on the rock wall, and C: The site of Dinosaurs fossils discovered.
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だ。全長 33 ～ 41 メートル，体重 75 ～ 90 トン，生息
していた時代は白亜紀前期～後期（1 億 4,500 万～ 6,600
万年前）だという。そこが海辺であったなら，恐竜は
マングローブを食べていた筈だ。アラビアではヒルギ
ダマシを食べるラクダを何回もみている。けたはずれ
の巨大恐竜の餌場だったマングローブ域は，想像もで
きないほど広大だったに違いない。
　ペルーでは佐藤敬（農大探検部の後輩）の世話になっ
た。彼は学生時代アンデスの登山をしてこの国が気に
入り，その後ずっと住んでいる。彼の協力を得て，地
質図からさがした始新世の地層をのこす土地も訪れる
ことができた。たくさんの小さな貝化石やヒルギダマ
シ属の根と思しき化石が見つかる。大きなカキ殻化石
はエジプトの 「クジラの谷」のそれとそっくりだ。でも，
そこまでが「古生物学 1 年生」の限界だった。

3.4　世界へ：自然史博物館
　わかったのは，マングローブが人気者ではないとい
うことである。どこにも恐竜の展示はあったが，マン
グローブはわずか４館にあったにすぎない。それらは，
パリ自然史博物館のニッパヤシ属果実（図 12），インド・
ラクノウにあるビルバル・サーニ古植物学研究所のニッ
パヤシ属果実（図 13），カイロ地質学博物館のヒルギ
ダマシ属の葉印象化石（図 14），ロンドン自然史博物
館（図 15）であった。
　幸運だったのは，ビルバル・サーニ古植物学研究所
の新生代研究室。アッサム州で発掘したニッパヤシ属
果実化石とハマザクロ属の葉印象化石を見せてもらっ
た。ロンドン自然史博物館では，紀代美の粘り強い交
渉が功を奏した。一般人は入れない資料室で，ロンド
ンクレイ出土のコヒルギ属胎生種子を見せてもらえた

（図 15）。

図 12　パリ自然史博物館（2017 年 8月）。A：博物館入口，B：ニッパの果実化石
Fig. 12　Visit the natural history museum in Paris (August 2017) A: at the entrance. B: fossil of Nypa fruit.

図12 パリ自然史博物館（2017年8月）。A：博物館入口，B：ニッパの果実化石
Fig. 12 Visit the natural history museum in Paris (August 2017) A: at the entrance. B: fossil of Nypa 
fruit.

図 13　インドビルバル・サーニ古植物学研究所（2019 年 2月）。A：BSIP 玄関のロゴ，B：中新世のニッパヤシ属の果実化石，C：ハマ
ザクロ属の葉化石
Fig. 13 Visit the Birbal Sahni Institute of Paleobotany in India (February 2019). A: A BSIP logo, B: fossil of Nypa fruit in Miocene, and C: Fossil 
of Sonneratia leave.図13 インドビルバル・サーニ古植物学研究所（2019年2月）。A：BSIP玄関のロゴ，B：中新世の

ニッパヤシ属の果実化石，C：ハマザクロ属の葉化石
Fig. 13 Visit the Birbal Sahni Institute of Paleobotany in India (February 2019). A: A BSIP logo, B: fossil of 
Nypa fruit in Miocene, and C: Fossil of Sonneratia leave.



Mangrove Science Vol.16KOGO MOTOHIKO12

図14 エジプト，カイロの地質学博物館（2010年3月）。A：博物館職員，B：恐竜化石，C：ヒル
ギダマシの葉化石
Fig. 14 Visit the Geological Museum in Cairo, Egypt (March 2010). A: Staff of the museum, B: fossils of 
dinosaur (Paralititan stromeri), and C: Fossil of Avicennia leave.

A B C

図 14　エジプト，カイロの地質学博物館（2010 年 3月）。A：博物館職員，B：恐竜化石，C：ヒルギダマシの葉化石
Fig. 14 Visit the Geological Museum in Cairo, Egypt (March 2010). A: Staff of the museum, B: fossils of dinosaur (Paralititan stromeri), and C: 
Fossil of Avicennia leave.

図 15　ロンドン自然史博物館（2010 年 3月）。A：案内してくれたケンリック博士，B：コヒルギ属の胎生種子化石
Fig. 15 Visit the Natural History Museum in London (March 2010). A: Dr. Kenrick was guided us and B: Ceriops hypocotyls were kept in the 
bottle.
図15 ロンドン自然史博物館（2010年3月）。A：案内してくれたケンリック博士，
B：コヒルギ属の胎生種子化石
Fig. 15 Visit the Natural History Museum in London (March 2010). A: Dr. Kenrick was guided 
us and B: Ceriops hypocotyls were kept in the bottle.
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４.　マングローブの起源

4.1　いつ？：分子系統学から
　手始めにヨーン （2013） を読んだ。「分子生物学とは，
分類とはなにか」を知るためである。本の帯にはこう
書かれていた。「魚」は存在しない？――天才リンネか
ら始まった生物分類学は，20 世紀後半「魚は存在しな
い」との結論に至った。なぜ？　そこには科学と感覚
の間の抗争があったからだ。
　おもしろかった。181 頁をいっきに読んだ。でも，
わかったのは分子生物学が“環世界”に逆らう，つま
りわれわれの感覚からは理解できない，ということだっ
た（環世界についてはユスキュル・クリサート（2005）
に詳しい）。今西・柴谷（1984）の対談で，今西もその

難解さをつぶやく。分子生物学は後期高齢者の手習い
では無理のようだ。ちなみに今西は当時 82 歳，今のわ
たしより若い。　
　大場 （2009） の『植物分類表』を手にしたのは，懐
かしさからだった。むかし，某雑誌の企画で，関野吉
晴をまじえ 3 人で語りあったことがある。分子系統学
に基づく分類，510 頁の労作である。日本の野生種と
栽培種を網羅する。Tomlinson （1986）と併せて一覧表
をつくった（表２）。
　たしかに分子生物学はヨーンが云うように，おかし
い。ヒルギがマメ群，ツノヤブコウジがサクラソウ科
…実感がわかない。しかし，驚いたのは，マングロー
ブの姿が見えてきたのである。ミミモチシダを除くと，
みんな被子植物。ミミモチシダは被子植物よりも起源
は古い（図 16）。もうひとつは，ニッパヤシ。被子植
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図 16　シダ植物から被子植物までの系統樹（基礎生物学研究所 HP:　https://www.nibb.ac.jp/~evodevo/
tree/02_02_land%20plants.html の一部を使用）
Fig. 16 Phylogenetic tree, from Polypodiopsida to Angiosperms (Modified from the figure on the web page of the 
National Institute for Basic Biology).

図 16 シダ植物から被子植物までの系統樹（基礎生物学研究所HP:
https://www.nibb.ac.jp/~evodevo/tree/02_02_land%20plants.htmlの一部を使用）
Fig. 16 Phylogenetic tree, from Polypodiopsida to Angiosperms (Modified from the 
figure on the web page of the National Institute for Basic Biology).

表２　分子系統学に基づくマングローブの分類
Table 2　Classification of mangroves based on molecular genealogy.
表表２２  分子系統学によるマングローブの分類  

TTaabbllee22 Classification of mangroves based on molecular phylogenetics. 
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門～科は大場 (2009）、属・種数（マングローブ）は Tomlinson (1986)に基づく。ただしメヒルギ属は 

Kandelia ovobata を追加し２種とした。 

 

門～科は大場 (2009）、属・種数（マングローブ）は Tomlinson (1986) に基づく。ただしメヒルギ属は
Kandelia ovobata  を追加し２種とした。
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物ではあるが，唯一の単子葉類。だからイネ科のタケ
と同じく「草本」なのだ。木本と定義するマングロー
ブとは違う。したがって，すべてのマングローブは被
子植物と言ってもよい。故に，マングローブ出現の時
代は被子植物出現以降である。被子植物出現はジュラ
紀末ともされるが，高橋（2006）を採用し，白亜紀と
する。
　興味をもったのは，ほとんどのマングローブが 1 属
１種～３種であること。多種があるのはヤエヤマヒル
ギ属（8 種），オヒルギ属（６種），ヒルギダマシ属（８
種），ハマザクロ属（５種）だけ。こうした片寄の傾向
はマングローブだけでなく，一般的な生物学的特性の
ようだ（ラウプ , 1996）。進化とも大いに関係しそうだ
が，それは後で検討したい。
　では，1 億 4,500 万年前から 6,600 万年前まで続く
白亜紀のいつだったのか？　『ユネスコ文献目録発行』
の白亜紀８文献のうち半分が後期と明記されている

（Berry, 1914, 1919; Chandler, 1954; Van del Hammen 
and Wymstra, 1964）。またカイロ地質学博物館のヒル
ギダマシ化石は 9,600 万年前と明記してあった。最初
のマングローブの出現は白亜紀後期，およそ１億年前
頃と考えてよいだろう。　

4.2　出現は１回か複数回か
　白亜紀から中新世までの化石記録をならべてみた（表
３）。暁新世はニッパヤシだけ，つぎの時代の始新世で
劇的に増える。化石記録が乏しいマングローブとはい
え，なにか意味があると考えざるを得ない。
　フィリッピンでお会いした加瀬友喜さん（古生物学，
国立科学博物館）から，マングローブに限らず，K-Pg
境界大量絶滅によって暁新世の化石記録がきわめて乏
しいことを教えられた。改めて暁新世と始新世の変化
を考える。マングローブの出現が複数回だったと考え
てよいのではないか。また別の視点からも同じ推定が
導かれる。マングローブ全種が同時代（白亜紀後期）
に出現し，イチョウのような「生きた化石」状態で，
１億年の歴史をたどった，とは考えにくい。複数回出
現に軍配をあげよう。中新世の化石記録の多さは別の
理由があるが，後の章で検討する。

4.3　なにが原因で…
　ある時，ある植物が，海水で生育できるようになった。
マングローブである。なにが原因でこの変化が起きた
のか。斉一説で謎は解けない。
　海水準変化に注目した。白亜紀から古第三紀にかけ
て海水準が非常に高くなる。最高で現在より 250 メー
トルも高い。大海進と大海退は繰り返された。結果，
地球規模の広大なニッチ（潮間帯）が生まれる。今
西錦司（1902 ～ 1992）の『主体性の進化論』（今西 , 

1980）に従えば，異常事態を感知し，いっせいに，眠っ
ていた耐塩性遺伝子を目覚めさせた，となる。
　長い間，この考えに満足し，深く考えなかった。だが，
矛盾に気がつく。被子植物は１億 2,000 万年で 25 万種
に分化・進化した。それに対してマングローブはわず
か 50 種ほど，仮説はもろくも崩れる。
　「なぜ？」は子どものもつ習性であり，学問の基本で
もある。しかし永遠の謎も少なくない。宇宙や生命の
誕生の謎を考えるまでもないだろう。マングローブ誕
生も然りなのだ。

4.4　マングローブに至る道
　マングローブを思わせる湿地林植生をみた（図 17）。
気根が目立つフロリダのヌマスギ林（図 17A の写真は
小石川植物園に展示されているヌマスギの一種メキシ
コラクウショウ）。カリマンタンの泥炭湿地の樹々も地
上根（気根・支柱根・側根）があった（図 17B）。いず
れも淡水湿地林だが，マングローブのような振る舞い
をする。湿地で生きるための適応・進化なのだろう。
マングローブと同じく陸生植物が海に向かったのがウ
ミクサ（海草）である。一方は双子葉植物（木本），他
方は単子葉植物（草本）。その違いでウミクサはマング
ローブよりも沖合で生育できるようになった。
　おもしろいことに気づく。海と陸を結ぶ生物界の大
法則があるのだ。海で誕生した生命体が陸に上がり，
やがてまた海に戻ろうとする。植物界ではマングロー
ブ（表４），動物界ではクジラ類（哺乳類），ウミヘビ
やウミガメ（爬虫類）である。昆虫は地球上全生物の
6 割（100 万種）とされる繁栄ぶりだが，海生がない。
幼生時の食餌との関係だろう。

５.　マングローブの進化
　興味深い論文を読んだ。Raymond and Phillips（1983）
は，３億年前の塩生湿地林を原初のマングローブとし
たのである。巨大トンボが飛ぶ，樹高 10 ～ 30 ｍにも
なるコルダボクの森。しかしコルダボクは原始裸子植
物，いうまでもなく被子植物の現生マングローブとは
違う。
　コルダボクやシダ類は石炭になった。しかしマング
ローブは違う。化石記録のほとんどは花粉，そこから
植物体の姿を知ることができない。斉一説，つまり現
生マングローブから地質時代を考える。

5.1　巨大化と矮小化
　樹高が極端に違うマングローブを見た。高木はエク
アドル・エスメラルダス，そこの原生林に 10 年通った。
樹種はRhizophora harrisonii  （Tomlinson（1986）の表
紙にある写真はコスタリカの同種）。その１本を藤本潔
と宮城豊彦が実測した。樹高 64 ｍ，世界一ノッポのマ
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図 17　熱帯・亜熱帯の湿地林植生。A：メキシコラクウショウ（Taxodium mucronatum）（小石川植物園，2017 年 4月），B：インドネ
シア，カリマンタンの熱帯湿地林（鈴木 1997）
Fig. 17 Swamp forest vegetations in tropics and subtropics. A: Bald cypress（Taxodium mucronatum）（The Koishikawa Botanical Garden, 
April 2017） B: Tropical peat swamp forest in Kalimantan, Indonesia (from Suzuki 1997).

図17 熱帯・亜熱帯の湿地林植生。A：メキシコラクウショウ（Taxodium mucronatum）
（小石川植物園，2017年4月），B：インドネシア。カリマンタンの熱帯湿地林（鈴木 
1997）
Fig. 17 Swamp forest vegetations in tropics and subtropics. A: Bald cypress（Taxodium 
mucronatum）（The Koishikawa Botanical Garden, April 2017） B: Tropical peat swamp 
forest in Kalimantan, Indonesia (from Suzuki 1997).

表３　白亜紀後期から中新世まで，世界のさまざまな場所で発見されたマングローブ化石の記録。
Table 3 Record of mangrove fossil found in the different sites of the world, from the late Cretaceous to Miocene.

〇：化石記録あり　×：なし。　資料：Rollet（1981）, Tsuda et al.（1986）, Saenger and Luker （1997）, 
Darwish and Attia （2007）, 山野井 （2011），Srivastava and Prasad（2019）.

表表３３  白亜紀後期から中新世まで，世界のさまざまな場所で発見されたマングローブ化石の記録。  

TTaabbllee  33 Record of mangrove fossil found in the different sites of the world, from the late 

Cretaceous to Miocene.   

科／属 白亜紀 

後期 

暁新世 始新世 漸新世 中新世 

クマツヅラ科 

ヒルギダマシ属 

ヒルギ科 

ヤエヤマヒルギ属 

オヒルギ属 

コヒルギ属 

メヒルギ属 

アカネ科 

ウミマサキ属 

トウダイグサ科 

シマシラキ属 

ハマザクロ科 

ハマザクロ属 

ヤシ科 

ニッパヤシ属 

シクンシ科 

コノカルプス属 

テトラメルスタ科 

ペリシエラ属 

シクンシ科 

ラグンクラリア属 

イノモトソウ科 

ミミモチシダ属 
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〇：化石記録あり ✕：なし。 資料：Rollet (1981), Tsuda et al.(1986), Saenger and Luker (1997), 

Darwish and Attia (2007), 山野井 (2011)，Srivastava and Prasad (2019). 
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図 18　巨大化の例。A: Rhizophora harrisonii（エクアドル，エスメラルダス，1994 年 12 月），B：Sonneratia（ニューギニア，撮
影年月不明，出雲公三撮影） ，C：巨大化したオオバヒルギ（右）とヒルギダマシの仲間（左）の葉（マレーシア，マタン，2010
年 5 月）　
Fig.18 Examples of gigantism. A: Taller Rhizophora harrisonii (Esmeraldas, Ecuador, December 1994) B: Taller Sonneratia (New Guinea, date 
taken unknown, taken by K. Izumo), and C: Enlarged leaves of Rhizophora mucronata (right) and Avicennia alba (left) (Matang, Malaysia, May 
2010).

A B

図18 巨大化の例。 A: Rhizophora harrisonii（エクアドル，エスメラルダス，1994年12月），B：
Sonneratia（ニューギニア，撮影年月不明，出雲公三撮影） ，C：巨大化したオオバヒルギ（右）
とヒルギダマシの仲間（左）の葉（マレーシア，マタン，2010年5月）
Fig.18 Examples of gigantism. A: Taller Rhizophora harrisonii (Esmeraldas, Ecuador, December 1994) B: 
Taller Sonneratia (New Guinea, date taken unknown, taken by K. Izumo), and C: Enlarged leaves of 
Rhizophora mucronata (right) and Avicennia alba (left) (Matang, Malaysia, May 2010).

C

表４　海から陸へ，そしてまた陸から海へ
Table 4 The steps, from sea to land and again from land to sea.

表表４４  海から陸へ，そしてまた陸から海へ 

TTaabbllee  44  The steps, from sea to land and again from land to sea. 
mya:100

万年前  

マングローブに至る道 

海から陸へ，再び海へ 

0 

 

100 

 

152 

 

360 

 

423  

現生マングローブ 

     ↑ 

マングローブの先祖 

↑海方向へ 

熱帯湿地林（被子植物） 

     ↑ 

熱帯湿生植物 

 ↑海から陸へ 

海生植物プランクトン  

 

  

ングローブに違いない（図 18A）。出雲公三が撮影した
ニューギニアの高木Sonneratia も想像を絶する。横に
立つ子どもを物差しにして比較されたし（図 18B）。い
ずれも巨大化の結果と考える。マレーシア・マタンの
Avicennia  とRhizophora の葉（図 18C）。信じられな
いほど大きい。最適の気候，土壌がつくった作品に違
いない。このような巨大化はマングローブ植物の進化
の歴史の中でも見られる。Ceriops の胎生種子化石（ロ
ンドン・クレイ出土）は，現生種にくらべて極端にサ
イズが違う（図 19）。
　巨大化に対して矮小化もある。オーストラリア北
部のダーウィンには，岩盤で育ち大きさが極端に
小さくなったマングローブがある（図 20）。ミャン
マーの仲間ウィンマウン Win Maung は  ”BONSAI 
Mangrove” と称した。いいネーミングだ。

5.2　進化：斉一説から
1. 分布の拡大
　種子はタンポポのように空を飛んだり，鳥や獣に運
ばれたりはしない。海流散布だけである。それは原初
の時代も変わらないだろう。
　海流による種子散布は，地球レベルの分布拡大に寄
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図 19　小から大への進化。　A：始新世のロンドン・クレイから出土したCeriops の胎生種子（ロンドン自然史博物館，2010 年 3月），B：
現生種Ceriops tagal の胎生種子（ミャンマー，2007 年 7月）　
Fig. 19 Evolution from “small” to “large”. A: A propagule from the Eocene London Clay of Ceriops (London Natural History Museum, March 
2010) and B: Propagules of the extant species Ceriops tagal (Myanmar, July 2007).図19 小から大への進化。 A：始新世のロンドン・クレイから出土したCeriopsの胎生

種子（ロンドン自然史博物館，2010年3月），B：現生種Ceriops tagalの胎生種子（ミャン
マー，2007年7月）
Fig. 19 Evolution from “small” to “large”. A: A propagule from the Eocene London Clay of 
Ceriops (London Natural History Museum, March 2010) and B: Propagules of the extant species 
Ceriops tagal (Myanmar, July 2007).

A B

図 20　矮小化の例。A：岩盤で育つ矮小化したマングローブ（オーストラリア，ダーウィン，2015 年 10月），B：Aの拡大写真
Fig.20 Examples of Dwarfism. A: Dwarfed mangroves growing on bedrock (Darwin, Australia, October 2015), B: Close-up view of A.

図20 矮小化の例。A：岩盤で育つ矮小化したマングローブ（オーストラリア，ダーウィン，
2015年10月），B：Aの拡大写真
Fig.20 Examples of Dwarfism. A: Dwarfed mangroves growing on bedrock (Darwin, Australia, October 
2015), B: Close-up view of A.

A B
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図 21　海流に乗って分布を広げるBruguiera gymnorrhiza の胎生種子（フィジー，1985 年 4月）
Fig.21 Propagules of Bruguiera gymnorrhiza spreading distribution on ocean currents (Fiji, April 1985).図 21 海流に乗って分布を広げるBruguiera gymnorrhizaの胎生種子（フィ

ジー，1985年4月）
Fig.21 Propagules of Bruguiera gymnorrhiza spreading distribution on ocean 
currents (Fiji, April 1985).

図 22　種子の海流散布によって，マングローブは世界に拡がった（https://eoimages.gsfc.nasa.gov/images/imagerecords�
/47000/47427/global_tm5_mangroves_lrg.pngより引用 , 原図：Spalding et al., 1997）
Fig. 22 The world distribution of mangroves carried out by sea currents (https://eoimages.gsfc.nasa.gov/images/
imagerecords/47000/47427/global_tm5_mangroves_lrg.png, original drawing from Spalding et al., 1997)

Mapping Mangroves by Satellite

図 22 種 子 の 海 流 散 布 に よ っ て ， マ ン グ ロ ー ブ は 世 界 に 拡 が っ た
（ https://eoimages.gsfc.nasa.gov/images/imagerecords/47000/47427/global_tm5_mangroves_l
rg.pngより引用,原図：Spalding et al., 1997）
Fig. 22 The world distribution of mangroves carried out by sea currents 
(https://eoimages.gsfc.nasa.gov/images/imagerecords/47000/47427/global_tm5_mangroves_lrg
.png, original drawing from Spalding et al., 1997)

与する（図 21, 22）。加えて潮汐作用によるローカルな
分布拡大がある。感潮河川であれば内陸奥深くまで分
布を広げる。
　河口から 100㎞も離れたパテイン（ミャンマー・イ
ラワジ川岸）でマングローブ（ニッパ，ヒルギダマシ，
ハマザクロ）をみた。満潮時，流れに逆行して種子が
上流へ向かうのだ。１日はとるに足りない距離だろう。
しかし数百，数千年となれば 1000㎞上流でも可能にな
る。ニューギニアのフライ川やセピック川上流で知ら
れるマングローブがそれだ。

２）熱帯植物であること／耐寒性の取得
　世界分布をみる。高緯度にいくにつれて分布する種

は少なくなり，面積も小さくなる。やがてなくなる。
　北限と南限のマングローブを訪れた。北半球は鹿児
島県喜入周辺である。前日，わずかだが降雪があった。
北限のマングローブを実感する。種はメヒルギだけで
ある（図 23A）。南半球，南米太平洋岸の南限はエク
アドルに近いペルーの北部，Avicennia germinans と
Laguncularia racemosa の 2 種をみた（図 23B）。アフ
リカ大陸インド洋岸の南限は南ア共和国のニューロン
ドン，ヒルギダマシ１種だけだった（図 23C）。
　原初のマングローブは熱帯環境下にあった。だがメ
ヒルギ，ヒルギダマシ，ラグンクラリアの３種は耐寒
性を獲得し，高緯度まで分布を広げた。なぜこの 3 種
だけだったのか。興味深い。
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図 23　マングローブ分布の北限と南限。　A：（アジア北限）鹿児島県大浦川河口のメヒルギ群落。背後はスギ・ヒノキ人工林（2022
年 12月），　B：（南米・太平洋岸南限）ペルー北部エクアドル国境近くのAvicennia germinans・Laguncularia racemosa 群落（2016
年 6月），　C：（アフリカ・インド洋岸南限）南ア共和国のイーストロンドンのヒルギダマシ（2005 年 12月）
Fig. 23　The limit of world distribution of mangroves. A: (northern limit of Asia) Kandelia ovobata community at the mouth of the Oura River, 
Kagoshima (December 2022), B: (southern limit of South America) Avicennia germinans and Laguncularia racemosa community near the 
Ecuadorian border in northern Peru (June 2016), and C: (southern limit of Indian Ocean coast) A. marina in East London, Republic of South 
Africa (December 2005). 

図 23 マングローブ分布の北限と南限。 A：（アジア北限）鹿児島県大浦川河口のメヒルギ群落。
背後はスギ・ヒノキ人工林（2022年12月）， B：（南米・太平洋岸南限）ペルー北部エクアドル国境
近くのAvicennia germinans・Laguncularia racemosa群落（2016年6月）， C：（アフリカ・インド洋岸
北限）南ア共和国のイーストロンドンのヒルギダマシ（2005年12月）
Fig. 23 The limit of world distribution of mangroves. A: (northern limit of Asia) Kandelia ovobata community 
at the mouth of the Oura River, Kagoshima (December 2022), B: (southern limit of South America) Avicennia 
germinans and Laguncularia racemosa community near the Ecuadorian border in northern Peru (June 2016), and 
C: (southern limit of Indian Ocean coast) A. marina in East London, Republic of South Africa (December 2005). 

A B C

３）湿生植物であること／地上根の発達
　Watson（1929）の助けを借りるとイメージが明確に
なる（表 5）。トムリンソンが定義するマングローブは
潮汐頻度１～３，つまり毎日冠水する潮間帯で育つ。
それに対して準マングローブは潮汐頻度４～５にあり，
陸生林に近いことが分かる。
　マングローブの特徴のひとつ，地上根についても考
える（図 24）。その能力はいつ身につけたのか。耐塩
性と同じく，湿地への適応と並行してあったのではな
いか。

４）塩生植物であること／耐塩性の取得
　もともとマングローブは，淡水が好きだったのでは
ないか。室内の植栽試験では淡水が最も育ちがよく，
塩分が濃くなるほど成長は遅かった。自然の淡水域で
はマングローブを見ることがない。他の湿生植物との

競争に勝てないからだろう。進化が淡水から始まった，
と考える由縁である。
　現生マングローブは海水（塩分濃度 3.5％），もしく
は汽水域で育つ。だが，植林を目指したアラビア（ペ
ルシア）湾岸は海水の塩分濃度が４％を超える。そこ
は年間を通して流れる川がない海域だからである（ト
ルコの山岳地帯を源とする大河シャト・アル・アラブ
は唯一の例外）（図 25）。最初の関門がこの高塩分の海
水だった。
　分布する種はアラビア湾岸ではヒルギダマシ１種，
紅海岸ではヒルギダマシとヤエヤマヒルギ（オオバヒ
ルギRhizophora mucronata とされるが，耐塩性から
するとヤエヤマヒルギR. stylosa と考える）の２種で
ある（図 26A）。おなじ高塩分環境にあるパキスタンの
ミアニ・ホール（潟）では，この２種に加えてコヒル
ギCeriops tagal がみられた（図 26B）。

表 5　ワトソンの潮汐クラス表（Port Klang，マレー半島）（Watson, 1929）
Table 5 Watson's inundation class in Port Klang, Maley Archipelago (from Watson 1929).

表表 55  ワトソンの潮汐クラス表（Port Klang，マレー半島）（Watson, 1929） 

TTaabbllee  55 Watson's inundation class in Port Klang, Maley Archipelago (from Watson 

1929). 
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図 24　さまざまな地上根。　A：ヒルギダマシの気根（カタール，1993 年 2月），　B：オヒルギの膝根（西表島，1988 年 5月），C：サ
キシマスオウノキの板根（西表島，1988 年 5月），　D: Rhizophora harrisonii  の気根（エクアドル，1994 年 12月），E: R. harrisonii  の
支柱根（エクアドル， 2002 年 12月）
Fig. 24 Various type of aboveground root system. A: Pneumatophores of Avicennia marina in Qatar (February 1993), B: Knee Roots of 
Bruguiera gymnorrhiza in Iriomote Island, Okinawa (May 1988), C: Buttress root of Heritiera littoralis in Iriomote Island, Okinawa (May 

 88), D: Aerial roots of R. harrisonii in Ecuador (December 1994), and E: Prop roots of R. harrisonii in Ecuador (December 2002).19  

図24 さまざまな地上根。 A：ヒルギダマシの気根（カタール，1993年2月）， B：オヒルギの膝根
（西表島，2000年2月），C：サキシマスオウノキの板根（西表島，2000年2月）， D: Rhizophora
harrisonii の気根（エクアドル，1994年12月），E: R. harrisonii の支柱根（エクアドル， 2002年12月）
Fig. 24 Various type of aboveground root system. A: Pneumatophores of Avicennia marina in Qatar (February
1993), B: Knee Roots of Bruguiera gymnorrhiza in Iriomote Island, Okinawa (February 2000), C: Buttress root
of Heritiera littoralis in Iriomote Island, Okinawa (February 2000), D: Pneumatophores or hugging roots of R.
harrisonii in Ecuador (December 1994), and E: Prop roots of R. harrisonii in Ecuador (December 2002).

C D E

A B

図 25　いくつかのマングローブ種は高塩分で育つ耐性を獲得した。A：アラビア（ペルシア）湾岸の塩分濃度分布，　Ｂ：高塩分で育つ
種分布（○：A. marina , ● : R. stylosa )（Kogo and Tsuruda, 1996）.
Fig. 25 Some mangroves obtain tolerance to high salinity. A: Salinity distribution of the Arabian Gulf, B: Species distribution growing in high 
salinity (○：A. marina,●: R. stylosa) (Kogo and Tsuruda, 1996).

図25 いくつかのマングローブ種は高塩分で育つ耐性を獲得した。A：アラビア（ペルシ
ア）湾岸の塩分濃度分布，Ｂ：高塩分で育つ種分布（○：A. marina, ●: R. stylosa)（Kogo
and Tsuruda, 1996）.
Fig. 25 Some mangroves obtain tolerance to high salinity. A: Salinity distribution of the Arabian
Gulf, B: Species distribution growing in high salinity (○：A. marina,●: R. stylosa) (from Kogo and
Tsuruda, 1996).

A B



March 2025 マングローブの起源とその分布拡大 21

図 26　塩分濃度４％で育つマングローブ。A: Avicennia marina　（カタール，1979 年１月），　B: A. marina, Rhizophora stylosa, 
Ceriops tagal（パキスタン・ミアニホール，1981 年 7 月）
Fig.26 The species grow in the area 4 ％ salinity. A: Avicennia marina (Qatar, January 1979), B: A. marina, Rhizophora stylosa, and Ceriops 
tagal (Miani Hor, Pakistan, July 1981).図26 塩分濃度４％で育つマングローブ。A: Avicennia marina （カタール，1979年１月），

B: A. marina, Rhizophora stylosa, Ceriops tagal（パキスタン・ミアニホール，1981年7月）
Fig.26 The species grow in the area 4％ salinity. A: Avicennia marina (Qatar, January 1979), B: A. 
marina, Rhizophora stylosa, and Ceriops tagal (Miani Hor, Pakistan, July 1981).

A B

６.　東マングローブと西マングローブ

6.1　用語について
　こんなことを憶えている。英文論文で新大陸 new 
continent を新世界 new world に直された。前者は植
民地支配を肯定するのでよろしくない，というのだ。
用語の使い方に気をつけることを学んだ。
　近頃よく目にする用語がある。AEP （Atlantic-East 
Pacific） と IWP （Indo-West Pacific）。前者は南北アメ
リカ・カリブ海・西アフリカ，後者は東アフリカ～東
アジア・オセアニアをカバーする。トムリンソン は同
じような意味合いだが，文脈によって使い分けた。新
／旧世界，東／西半球，西／東マングローブ，西／東
マングローブ種，西／東グループといったように…。
明快である。個人的ではあるが，トムリンソンに軍配
をあげた。

6.2　ヒストグラム
　Tomlinson（1986）のヒストグラムに感心した（図
27）。地球を縦割りにし，経度 15°につき，そこに分布
するマングローブ種を記載した。“東マングローブ”と

“西マングローブ”が明らかになる。
　２つのグループは構成種の違いだけではない。種の
数も著しく違う。東マングローブ圏だけにあるのは 14
属（Aegicealitis  属，ヒルギモドキ属，Pemphis  属，
Osbornia  属，ハマザクロ属，シマシラキ属，オヒルギ
属，コヒルギ属，メヒルギ属，サキシマスオウノキ属，
Camptstemon  属，ホーガンヒルギ属，ツノヤブコウジ
属，ウミマサキ属）。それに対して西マングローブ圏は，
たった２属（ペリシエラ属とコノカルプス属）である。
どちらにもあるのがヤエヤマヒルギ属とヒルギダマシ

属だが，種で見ると同じなのは一つもない。

6.3　化石記録
　化石記録を地図に落とした（図 28）。わずかな数だっ
たが，東／西マングローブの違いがはっきりと読み取
れた。しかも両者のちがいは，白亜紀から現生種まで
続いていたのである。
　謎も少なからず，ある。いくつかを列記しよう。　
　・�ニッパヤシ属：西・東マングローブ圏ともに始新

世までの化石記録はあった。だが漸新世になると
西マングローブ圏からは姿を消す。なぜか。

　・�ペリシエラ属：現生種の分布は中南米だけで，カ
リブ海と西アフリカにはない（Tomlinson, 1986）

（図 29）。潮流散布能力に欠けた種と考えられる。
加えてもうひとつの可能性も考えた。地質時代，
アメリカ・アフリカ両大陸が分離する前に出現し
た，最古のマングローブ種かも知れない。

　・�ヤエヤマヒルギ属とヒルギダマシ属：東・西マン
グローブ圏のどちらにも分布する。しかし種レベ
ルでみるとまったく異なる。同じ種は存在しない
のだ（表６）。なぜか。

　謎解きには時間がかかるだろう。永遠に解けない謎
があるかも知れない。でも，思う。謎が多いほど，今
後の楽しみもたくさんあるのだ，と…。

6.4　Saenger and Luter 説
　古植物学１年生だった当時，サエンジャーとルター
の論考（Saenger and Luter, 1997, 以下 S ＆ L 説）は参
考になった。しかし 10 年が過ぎて読み直すと，否定せ
ざるを得ない部分に気づく。S ＆ L 説を図化して説明
しよう（図 30）。
　致命的なのは“東・西マングローブ”に気づいてい
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図 27　経度 15°ごとの種数変化を示したヒストグラム（Tomlinson 1986）　　
Fig. 27 Histogram showing change in number of species per 15°of longitude (from Tomlinson, 1986).図27 経度15°ごとの種数変化を示したヒストグラム（Tomlinson 1986）

Fig. 27 Histogram showing change in number of species per 15°of longitude (from 
Tomlinson, 

表 6　東／西マングローブ圏いずれにもみられるヒルギダマシ属とヤエヤマヒルギ属の種別分布
Table 6 Different species occur in Avicennia spp. and Rhizophora spp. in both the regions, Eastern and 
Western mangroves.

表表 66  東／西マングローブ圏いずれにもみられるヒルギダマシ属とヤエヤマヒルギ属の種

別分布 

TTaabbllee  66 Different species occur in Avicennia spp. and Rhizophora spp. in both 

the regions, Eastern and Western mangroves. 
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A. eucalyptifolia 

A. germinans 

A.lanata 

A. marina 

A. officinalis 

A.shaueriana 

 

 

○ 

× 

〇 

× 

〇 

○ 

○ 

× 

 

 

× 

○ 

× 
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図 28　地質時代（白亜紀後期～中新世）の化石記録（資料：Rollet, 1981）
Fig. 28 The fossil records of mangroves in geological time (data source: Rollet, 1981)

A: 白亜紀後期 Late Cretaceos (100.5 - 66 mya)       B: 暁新世 Paleocene (66 - 56 mya) 

C: 始新世 Eocene (56 - 33.9 mya)                             D: 漸新世 Oligocene (33.9 - 23.03 mya)

E: 中新世 Miocene (23.03 - 5.33 mya)

Av: ヒルギダマシ属 (Avicennia spp.),  Ac: ミミモチ
シダ属 (Acrostichum spp.),  Bg: オヒルギ属 
(Bruguiera spp.), Cn: コノカルプス属 (Conocarpus 
spp.),  Cr: コヒルギ属 (Ceriops spp.),  Ex: シマシラ
キ属  (Excoecaria spp.), Lg: ラグンクラリア属 
(Laguncularia spp.),  Ka: メヒルギ属 (Kandelia spp.),
Np: ニッパ属  (Nypa spp.), Pl: ペリシエラ属 
(Pelliciera spp.), Rh: ヤ エ ヤ マ ヒ ル ギ 属 
(Rhizophora spp.), So: ハマザクロ属  (Sonneratia 
spp.), Sc: ウミマサキ属 (Scyphiphora spp.)

図28 地質時代（白亜紀後期～中新世）の化石記録（資料：Rollet, 1981）
Fig. 28 The fossil records of mangroves in geological time (data source: Rollet, 1981)
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図 29　 化 石 記 録 および 現 生のPelliciera rhizophoreae 分 布
（Tomlinson, 1986）
Fig. 29 Distribution of Pelliciera rhizophoreae in fossil pollen and 
present (from Tomlinson, 1986)

図29 化石記録および現生のPelliciera rhizophoreae分布（Tomlinson, 1986）
Fig. 29 Distribution of Pelliciera rhizophoreae in fossil pollen and present (from 
Tomlinson, 1986)

図 30　Saenger and Luter 仮説（マングローブの拡散ルート）を否定する
Fig. 30 Negative opinion to Saenger and Luter’s hypothesis.

○：起源 ：○到着点 →：拡散ルート

図30 Saenger and Luter仮説（マングローブの拡散ルート）を否定する
Fig. 30 Negative opinion to Saenger and Luter’s hypothesis.

A B

C

ないことである。したがって，S＆L説の拡散ルート（図 
30）を検討するのは無意味になる。
　しかしながら拡散ルートは重要なのだ。S ＆ L 説を
検討することにしたい。ルート A の太平洋横断はいか
なる時代でも不可能だ（理由はつぎの項で述べる）。ルー
トBはテチス海が閉じる古第三紀までは可能と考える。
ルート C は寒冷化がおきる第四紀更新世に入るまで

（258 万年前）は可能だったろう。

6.5　Rhizophora mangle  は太平洋横断ができたか？
　トムリンソンを悩ましたのがRhizophora samoensis
である。どうみてもR. mangle（西マングローブ）に
見えるにもかかわらず，東マングローブ圏の南西太平
洋諸島に分布する（図 31）。トムリンソンは疑問符を
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図 31　Rhizophora samoensis（A ）とRhizophora mangle  （B ）の分布域。両者の間に広大
な太平洋がある。
Fig.31 Distribution areas of Rhizophora samoensis (A ) and Rhizophora mangle (B ).There is a very wide  
ocean between the areas.図31 Rhizophora samoensis（A〇）とRhizophora mangle （B〇）の分布域。

両者の間に広大な太平洋がある。
Fig.31 Distribution areas of Rhizophora samoensis (A〇) and Rhizophora mangle 
(B〇).There is a very wide ocean between the areas.

図 32　Rhizophora samoensis の南米起源仮説 (Tomlinson, 1986)
Fig.32 Hypothesis for origin of Rhizophora samoensis (from Tomlinson, 1986).

図32 Rhizophora samoensisの南米起源仮説 (Tomlinson, 1986)
Fig.32 Hypothesis for origin of Rhizophora samoensis (from Tomlinson, 1986).

つけて南西太平洋諸島と南米とをむすんだ（図 32）。
　近年，遺伝子解析により R. samoensis とR. mangle
が同一種であることが明らかにされた。同時にそのR. 
mangle は南米から太平洋を渡ったとの結論もだされた
（Takayama et al., 2021）。
　問題なのは“太平洋横断”である。それが不可能な
のは，いくつもの事例から証明できる。ひとつはハワ
イ諸島。マングローブがある中南米からも東南アジア
からも遠い。「中継基地」となる島もない。海流はマン
グローブ分布北限を一旦超えて南下してくる（図 33）。
海流散布の種子は，長期漂流の発芽能力限界を超えて
いた。
　もう一つの事例を示す。ニューギニアとオーストラ
リア北部（マングローブの種類がもっとも多い）から
離れるほど分布する種類が少なくなる。クック諸島か

ら先にマングローブはない。分布拡大は距離が強く関
係するのだ（図 34）。
　別の角度から考えてみる。むかし，トラック諸島で
の経験を思いだす。島民にマングローブ植林の利点に
ついて話をした。浸食防止やら魚が増えることを感心
して聞てくれた。翌朝，驚いたことに，彼らの小舟
にオオバヒルギの胎生種子が山ほど積まれていたの
だ。これから行く無人の小島に植えるのだという。有
用とわかれば，人の手でいくらでも分布は拡がる。ト
ウモロコシ，馬鈴薯，トマト，米，麦…，事例はいく
らでも見つかる（中尾 , 1966）。ハワイのマングロー
ブも有用と認められ，100 年前に人の手で植えられた。
Rhizophora はフロリダ，Bruguiera はフィリピンから
だという。
　南西太平洋諸島のR. mangle は，米領サモアあたり
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図 34　南西太平洋におけるマングローブ種数分布。ニューギニ
アから離れるほど種数が減少する（中西 2008）　
Fig. 34 Distribution of number of mangrove species in the South-
Western Pacific Ocean, the number of species less and less apart 
from New Guinea (Nakanishi 2008)

図34 南西太平洋におけるマングローブ種数分布。ニューギニアから離れるほど
種数が減少する（中西 2008）
Fig. 34 Distribution of number of mangrove species in the South-Western Pacific Ocean, 
the number of species less and less apart from New Guinea (Nakanishi 2008)

図 35　センニンガイ化石（瑞浪化石博物館，2013 年 5月）。そ
の発見で中新世，日本列島にマングローブがあったことが分かっ
た
Fig. 35 Fossil of Telescopium sp. (Fossil Museum of Mizunami, 
May 2013). The discovery revealed the existence of mangroves in 
the Japanese Islands during the Miocene.

図35 センニンガイ化石（瑞浪化石博物館，2013年5月）。その発見で中新世，
日本列島にマングローブがあったことが分かった
Fig. 35 Fossil of Telescopium sp. (Fossil Museum of Mizunami, May 2013). The 
discovery revealed the existence of mangroves in the Japanese Islands during the 
Miocene.

図 33　北太平洋の海流（出典：気 象 庁 HP：海洋の循環 https://www.data.jma.go.jp/kaiyou/db/obs/
knowledge/circulation.html）とハワイ諸島。 
Fig. 33 North Pacific Ocean Currents (from the web page of Japan Meteorological Agency) and the Hawaiian Islands.

ハワイ諸島

図 33 北 太 平 洋 の 海 流 （ 出 典 ： 気 象 庁 HP ： 海 洋 の 循 環
https://www.data.jma.go.jp/kaiyou/db/obs/knowledge/circulation.html）とハワイ諸島。
Fig. 33 North Pacific Ocean Currents (from the web page of Japan Meteorological Agency) 
and the Hawaiian Islands.

でアメリカ人によって植えられたのではないか。それ
が有用と認められ西方向の島々（ソロモン諸島，フィ
ジー，トンガ，ニューカレドニア）まで拡がった。ニュー
ギニアとオーストラリア北部まで至らなかったのは，
30 種ものマングローブがあるからだ。
　R. mangle を植えたとの証言は無理としても，文書
に残された証拠が探せるとよいのだが。期待しよう。

７．地質時代，日本のマングローブは…

　驚きは日本列島の中新世，マングローブ化石記録が
ダントツに多いことだ。面積が大きい米大陸と肩をな
らべる（図 28E）。
　研究者の熱意があった。津田禾粒さん（当時，新潟
大学学長）が，貝類化石から日本列島にマングローブ
があったことに気づく（図 35）。糸魚川淳二さん（当時，
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図 36　中新世における日本列島のマングローブ花粉とヒルギシジミ化石記録（山野井 , 
2011)
Fig. 36 Fossil records of mangrove pollen and Geloina spp.fossiles, Miocene in the Japanese 
Islands (from Yamanoi, 2011).図36 中新世における日本列島のマングローブ花粉とヒルギシジミ化石記

録（山野井, 2011)
Fig. 36 Fossil records of mangrove pollen and Geloina spp.fossiles, Miocene in 
the Japanese Islands (from Yamanoi, 2011).

名古屋大学教授）と教え子の山野井徹さんを誘い日本
各地，さらに東南アジア，太平洋諸島を調査した。日
本列島中新世中期（1600 万年前）にマングローブがあっ
たことを明らかにする（Tsuda et al., 1986; 津田禾粒先
生退官記念事業会 , 1992）。
　山野井さんはその後も新潟大学教授として花粉分析
をつづける（山野井ほか , 2008, 2011）。日本列島のマ
ングローブ化石分布を明らかにした（図 36）。現在，
日本各地の自然史博物館に展示されるマングローブ化
石分布図は山野井の調査に基づくものである。
　蛇足だが，筆者と津田禾粒さんとの縁も書いておき
たい。津田さんは小生の『緑の冒険』をおもしろがり，
100 冊，まわりに配ってくれたという。新潟の美酒と
魚で歓待されたのが忘れ難い。それだけのことである。
当時の筆者は地質時代のマングローブまで考える余裕
はなかった。
　中新世の日本列島のマングローブは８属（表 7）。ミ
ミモチシダも加えよう。広い分布のこの種がなかった
とは考えられない。併せて９属になる。現生マングロー
ブでいえば，台湾と同じだ。
　日本列島のマングローブ化石記録は中新世中期（1600
万年前）だけ。それより古いものはない。だがマングロー
ブ出現は白亜紀後期（9600 万年前），この 8300 万年の
空白をどう考えればよいか。
　白亜紀，日本列島は中国大陸の一部だった。東テチ
ス海起源の“東マングローブ”が，そのままマングロー

表 7　中新世における日本列島のマングローブ（Tsuda et al., 
1986）
Table 7 Mangroves in the Japanese Islands during the Miocene （from 
Tsuda et al., 1986）.

表表 77  中新世における日本列島のマングローブ（Tsuda et al., 1986） 

TTaabbllee  77 Mangroves in the Japanese Islands during the Miocene （from Tsuda et al., 1986）. 

 

 

 

 

 

１：石川県能登半島・東院内層，２：富山県八尾・黒瀬谷層，３：岡山県津山・吉野層，４：広島県北東部・備北グル

ープ。 〇：普通種， ●：豊富にみられる種  

 

         1   ２  3     4 

シマシラキ属       ●  〇   

ヤエヤマヒルギ属    〇  ○  ○ 

オヒルギ属              ○  ○  ○ 

コヒルギ属        〇          

ハマザクロ属      ○   ●  〇 

ウミマサキ属         ○ 

ヒルギダマシ属     ○ 

ニッパヤシ属      ○ 

１：石川県能登半島・東院内層，２：富山県八尾・黒瀬谷層，３：
岡山県津山・吉野層，４：広島県北東部・備北グループ。　〇：
普通種，　●：豊富にみられる

ブ化石をのせて日本にきた可能性を否定できない。そ
うなのだ。日本各地で発見された恐竜化石と同じく（図
37），マングローブ化石もまた日本列島の一部になった
のではないか。
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図 37　日本列島の恐竜化石分布（出典：福井県立恐竜博物館 HP：https://www.dinosaur.pref.
fukui.jp/dino/faq/r02073.html）
Fig. 37 Distribution of dinosaur fossil in Japan (from website of the Fukui Prefecture Dinosaur Museum)

図 37 日 本 列 島 の 恐 竜 化 石 分 布 （ 出 典 ： 福 井 県 立 恐 竜 博 物 館 HP ：
https://www.dinosaur.pref.fukui.jp/dino/faq/r02073.html）
Fig. 37 Distribution of dinosaur fossil in Japan (from website of the Fukui Prefecture 
Dinosaur Museum)

　恐竜を手掛かりにしてマングローブ化石を探そう。
手掛かりは３つ，白亜紀後期・草食恐竜・海辺であ
る。この条件に叶った調査地の報告があった（ルグラ
ンほか , 2019）。宮城県久慈の玉川層。そこは白亜紀後
期（9000 万年前）の地層，草食巨大恐竜（竜脚類）の
歯化石の発見があった。海辺近くの河口から，である。
花粉化石の調査を担当したルグランさん（静岡大助教）
はインタビューに答えている。「久慈はマングローブの
ような環境だったと考えられます。淡水性と海水が混
ざり合ったようなところです」（NHK E テレ「サイエ
ンス ZEO」）。
　残念ながらマングローブの花粉化石は発見されて
いない。しかし，被子植物の花粉は多数みつかっ

た。注目したのはイノモトソウ科のContignisporites 
cooksoni。ミミモチシダの属する科である。マングロー
ブ化石発見に近づいている感じがした。
　恐竜の足跡化石は群馬県神流町瀬林で見た（図 38）。
ペルーの恐竜足跡と較べると鮮明度に欠ける。さらに
残念なのは時代が古すぎる。マングローブ出現前の白
亜紀前期バレミアン期（1 億 2940 万年～ 1 億 2500 万
年前）のものだという。
　恐竜は北海道から九州まで調べられている。愛好家
も研究者も多い。恐竜とマングローブの手を組もう。
白亜紀のマングローブ探検が加速される筈である。
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図 38　群馬県神流町瀬林の恐竜の足跡化石（□□）（2013 年 4月）
Fig. 38 Dinosaur footprint fossils in Sebayashi, Kannuru Town, Gunma 
Prefecture (April 2013)
図38 群馬県神流町瀬林の恐竜の足跡化石（□）（2013年4月）
Fig. 38 Dinosaur footprint fossils in Sebayashi, Kannuru Town, Gunma Prefecture (April 
2013)

８．おわりに

　大変なことを始めてしまった。マングローブ１億年
の歴史の解明。進化学・地質学１年生からのスタート
である。これまで書いた３つの論文／エッセイ（向後・
向後 , 2013; Kogo and Kogo, 2013; 向後 , 2022）に加え
て本稿である。事実誤認や勘違いもあるだろう。指摘
して頂ければありがたい。
　未知の世界の旅である。苦しかった，でも楽しかった。
発見の喜びは探検も学問もかわらない。本論文でもい
くつかの「発見」があった。
　マングローブは苦難を乗り越え，今に至る。途中，
天変地異の大惨事（隕石の衝突，恐竜の絶滅）もあっ
た。温暖化による海面上昇で“上へ，上へ”と逃げた
こともあった。寒冷化で“暖かい土地”への避難もした。
右往左往が強いられた。でも生きつづけてきたのだ。
われわれ人類Homo sapiens はどうだったのか。30 万
年をかけて“人新生”を迎え，文明を謳歌する。しかし，
このまま進めば，滅亡に向かっていることも間違いな
い。
　マングローブに学ぼう。今気がつけば，まだ間にあう。
そんなことを考えさせられた毎日でもあった。
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　地質学者には常識だろうが、マングローブ研究者にはなじみが少ない。便宜をはかるため、植物の陸上進出シル
ル紀から現代までの地質年代表をつくった。

付表　地質時代のできごと
Appendix: Characteristics of climatology, events, fauna & flora, etc. in geological time.

地質年代 単位：100
万年前（mya）

継続年
（mil.yrs） 気候 イベント・生物相など

地球誕生：46 億万年前、最古の微小生物化石：35 億年前

（古生代）
シルル紀 443 ‐ 419    24 温暖化 海水準上昇、節足動物・昆虫・植物の陸上進出

デボン紀 419 ‐ 359 60 温暖 F-F 境界大量絶、シダ類の湿地林、裸子植物・両生類の出現

石炭紀 359 ‐ 299 60 寒冷化 アケイディア／アルジェニア／バリスカン造山、リンボクの大
湿地林、爬虫類の出現、

ペルム紀 299 ‐ 251 48 温暖化
寒冷化

ゴンドワナ氷河期、乾燥化、P-T 境界大量絶滅、巨大昆虫の出
現

（中生代）
三畳紀 251 ‐ 201 50 温暖化 超大陸パンゲア分裂、T-J 境界大量絶滅、哺乳類の出現

ジュラ紀 201 ‐ 145 56 温暖 裸子植物の発達、恐竜大型化、末期に被子植物の出現

白亜紀 145 ‐ 66 121 温暖
・湿潤

K-Pg 境界大量絶滅、海水表層 37-42℃、高海水準、被子植物栄
える、恐竜全盛、そして絶滅 　　（前期：44 万 5,000 年間）、後
期：55 万 5,000 年間）

（新生代）
（古第三紀）
暁新世

66 ‐ 56 10 温暖 化石記録すくない、新生代生物に変わる

始新世 56.0
‐ 33.9 22.1 温暖 海水準は現在より 150m 高い、温暖化極大、示準化石は貨幣石、

南北半球ともに森林が発達、北極に温帯植物群、哺乳類の繁栄

漸進世 33.9
‐ 33.0 10.9 温暖・湿

潤
ドレーク海峡・タスマニア海峡形成、高緯度地域でメタセコイ
ア繁栄、哺乳類多様化　

（新第三紀）
中新世

23.0
‐ 5.3 17.7 温暖・湿

潤
ヒマラヤ山脈急上昇、紅海拡大、テチス海閉じる（2000 万年前）、
被子植物・哺乳類の発展

鮮新世 5.3
‐ 2.58   2.7 後半から

気温低下 パナマ地峡閉じる（300 万年前）

（第四紀）
更新世

2.58
‐ 0.0117 2.57 寒冷・

氷河時代 大半は現生生物と大差ない

完新世 0.0117
‐ 現在 0.0117 温暖 人類の繫栄、地球環境悪化、核兵器の脅威（人新世）

資料：清川ほか（2014）、高橋（2006）など 




